
　
児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
１
回

現
況
届
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
受
給
者
の
所
得
状

況
や
児
童
の
扶
養
状
態
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

　
こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、

６
月
以
降
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。 

　
次
に
よ
り
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

●
提
出
日
時 

　
６
月
２６
日
（
火
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
１５
分 

　
６
月
２７
日
（
水
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時 

●
提
出
場
所 

　
役
場
第
一
会
議
室 

　（
役
場
と
な
り
車
庫
２
階
） 

●
そ
の
他 

　
現
在
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

に
は
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
今
年
１
月
１
日
現
在
、
小

野
町
に
住
所
の
な
か
っ
た
方
は
、
所

得
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
証
明
書
は
、
以
前
の
住
所

地
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
健
康
福
祉
課
　 

７
２
―
６
９
３
４ 

児
童
手
当 

忘
れ
ず
に
現
況
届
を 

出
し
ま
し
ょ
う 

　
国
民
年
金
は
、
２０
歳
以
上
６０
歳
未

満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。
保
険
料
の
納
付
を
続
け
る
こ

と
で
、
歳
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
基

礎
年
金
や
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取

れ
る
制
度
で
す
。 

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な

る
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。 

免
除
制
度
の
種
類 

　
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度
に

は
「
法
定
免
除
」
と
「
申
請
免
除
」

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

　
法
定
免
除
は
、
障
害
年
金
や
生
活

保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い

る
方
な
ど
が
届
出
を
行
う
と
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
他
方
の
申
請
免
除
に
は
、
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

の
所
得
に
応
じ
て
四
段
階
の
基
準
が

あ
り
、
基
準
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
全

額
免
除
の
ほ
か
、
保
険
料
の
四
分
の
三
、

二
分
の
一
、
四
分
の
一
を
納
付
す
る

と
残
り
の
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と

な
る
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
が
あ

り
ま
す
。 

　
今
回
は
、
全
額
免
除
制
度
に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
す
。 

　
全
額
免
除
制
度
は
、
次
の
所
得
基

準
の
範
囲
内
に
あ
る
方
が
、
対
象
と

な
り
ま
す
。 

◆
所
得
基
準 

前
年
の
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算

し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。 

【
計
算
式
】 

（
扶
養
親
族
の
数
＋
１
）
×
３５
万
円
＋

２２
万
円 

【
例
】 

●
単
身
世
帯
の
場
合 

（
０
人
＋
１
）
×
３５
万
円
＋
２２
万
円
＝

５７
万
円 

●
２
人
世
帯
（
夫
婦
の
み
）
の
場
合 

（
１
人
＋
１
）
×
３５
万
円
＋
２２
万
円
＝

９２
万
円 

●
４
人
世
帯
（
夫
婦
、
子
２
人
）
の

場
合 

（
３
人
＋
１
）
×
３５
万
円
＋
２２
万
円
＝

１
６
２
万
円 

※
申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
・

世
帯
主
の
方
も
所
得
基
準
の
範
囲
内

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
任
意
加
入
の
被
保
険
者

の
方
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
学
生

の
方
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
来
月
号
で
は
、「
一
部
納
付
（
免
除
）

制
度
」
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
郡
山
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
０
２
４- 

９
３
２- 

３
４
８
０ 

　
町
民
生
活
課 

　
　
７
２- 

６
９
３
３ 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
そ
の 
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　高齢社会を迎え長寿者が年ごとに増加する中にあって、夫婦そろって結婚50年の金婚式を迎
えることは、まさに慶祝すべきことです。 
　昭和の激動期を夫婦がともに助け合い、力を合わせて良き家庭を築き社会に貢献してきたご
苦労に対し、県内で金婚式を迎えた夫婦全組に表彰状・記念品を贈り、県民みんなでこれを祝
福しようとするものです。 
財団法人福島県老人クラブ連合会　株式会社福島民報社 
福島県　福島県市長会　福島県町村会 
　昭和32年1月1日から同年12月31日までに結婚した夫婦全組を対象とする。ただし、前
回までに届け出漏れのあった該当者もその対象とする。 
平成19年4月19日（木）から7月9日（月）まで 
　該当者は、所定の申込書に必要事項を記入のうえ、各単位老人クラブ連合会長に申し込む。 
　なお、申込書は各単位老人クラブ会長宅、役場健康福祉課、社会福祉協議会にあります。 
　9月の敬老の日に発行される福島民報「祝：金婚夫婦」特集版で氏名、年齢が掲載されます。
なお、福島民報社では金婚夫婦に関する記念誌などの発行は一切おこなっていませんので悪質
なセールスなどには十分ご注意ください。 
小野町老人クラブ連合会会長　今泉氏まで（TEL 72-2087） 
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